
はじめに

日本基督教団 倉敷教会（以下，「倉敷教会」と略記する）が，念願の『倉

敷教会百年史』1)を刊行されたのは２０１１（平成２３）年７月１日（教会創立記念

日）である。２日後の７月３日（日）に開催された創立１０５周年記念礼拝では，

前奏に続いてまず「百年史献本」で『倉敷教会百年史』を神の御前にささげて，

一同感謝をささげた。けれども，「百年史献本」までの経緯は決して順調と言

える歩みではなかった。

倉敷教会宮崎達雄牧師は，「序文」2)で百年史編纂委員会の困難な歩みを振り

返って記している。

思い返せば，この百年史編纂の業は苦難の道のりでした。前任の柏木和宣

牧師の在任時の２００１年１０月２６日に第１回の編纂委員会を開催し，２００３年度よ

りは月１回のペースで委員会を重ねてきました。２０１１年１月末の印刷業者へ

の入稿までに，実に１００回に及ぶ編纂委員会を開催したことになります。当

初は倉敷教会創立１００周年を迎えた翌年の２００７年に発行の予定でしたが，こ

の様に大幅に遅れてしまいましたことに対して，衷心よりお詫び申し上げま

す。発行を今か今かと待ち望んでおられた方々には大変ご心配をおかけし，

又，叱責をいただきました。編纂委員会のメンバーも正直いつになれば発行

1) 倉敷教会百年史編纂委員会（編）『倉敷教会百年史』日本キリスト教団倉敷教会，2011

2) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，�‐�頁
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できるのか，天を仰ぎ，溜息をつくことも度々あり，迷走し，暗中模索の歩

みを続けました。

ところで，宮崎牧師はやはり「序文」で『倉敷教会百年史』の特色を次の様

にも語っている。

編纂委員会のメンバーは，牧師を含め教会史編纂に長けたものは一人もい

ませんでした。素人集団での編纂であり，信徒が分担して執筆にあたりまし

創立１０５周年記念礼拝 プログラム ２０１１年７月３日
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た。それ故に内容的には不備な点があったり，統一性に欠ける箇所があるか

と思います。しかし，この編纂は，倉敷教会の伝統である旧組合教会・会衆

主義教会の信徒の力を生かした，よき一つの方法ではなかったかと，密かに

自負をしています。

百年史編纂委員会の助言者として筆者が依頼を受けのは，２００４（平成６）年

４月である。早速，倉敷教会を訪ねて２００４年５月に第１回学習会，２００５年６月

に第２回学習会を開いた3)。ところが，倉敷教会創立百周年記念礼拝を目前に

した２００６（平成８）年６月に脳梗塞を患い，倉敷へ行けなくなっただけでなく，

助言者としてのお手伝いもできなくなってしまった。それだけに，妻塩野まり

の同伴で久しぶりに倉敷教会を訪ね，創立１０５年周年記念礼拝に出席し，「百年

史献本」の場に臨んだ時には心が震えて感動した。

ところで，宮崎牧師が「序文」に記した「倉敷教会の伝統」とは何を意味す

るのか。倉敷教会が日本組合基督教会（以下，「組合教会」と略記する）に所

3) 第 1回学習会は 2004年 5月 15日（土）に「会衆派教会の歴史と倉敷教会の設立」
をテーマに開催した。第 2回学習会は 2005年 6月 25日（土）で，「日本組合教会史と
倉敷教会史」をテーマとした。本論文は「日本組合教会史と倉敷教会史」の構想を生
かしつつ，大幅に書き換えたものである。

日本キリスト教団 倉敷教会１００周年記念
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属した期間は３０年余に過ぎない。１９４１（昭和１６）年に創立された日本基督教団4)

に所属して７０年に及ぶ。すでに時間的には日本基督教団に所属している期間が

はるかに長くなっている。それでもかつて組合教会に所属していた日々が「倉

敷教会の伝統」となり，この真実によって教会はしっかりと自己同一性を保持

している。確かに組合教会に属していた日々は時間的には過ぎ去ったが，この

事実は倉敷教会がそれらの日々の歴史的意味を失ったことを意味しない。そも

そも共同体は歴史の積み重ねによって形成されるため，歴史的出来事を共同体

の内実とする。だから，「旧組合教会・会衆主義教会の信徒の力を生かした」

教会形成が，「倉敷教会の伝統」となるのである。

そこで，『倉敷教会百年史』が刊行されたこの時に，倉敷教会の歴史的基層

を形づくる組合教会に所属した時期を分析し，その特色を明らかにしたい。

１．資料と研究方法

（１）資 料

組合教会に所属した時期の倉敷教会を考察するにあたって，基本資料として

『倉敷教会百年史』を使用し，高戸�（編）『倉敷基督教会畧史』5)（以下，『倉

敷教会畧史』と略記する）と竹中正夫『倉敷の文化とキリスト教』6)を補助資料

とする。歴史研究において通常このような資料の扱い方はしない。資料的価値

は言うまでもなく１９３５（昭和１０）年に発行された『倉敷教会畧史』にあり，こ

れを踏まえて『倉敷の文化とキリスト教』は執筆された。そして，『倉敷教会

百年史』は『倉敷教会畧史』と『倉敷の文化とキリスト教』を基礎的資料とし

て編纂された。したがって，歴史研究で重視されるべきはまず『倉敷教会畧

史』である。しかし，本稿は百年史編纂作業の一環として行った学習会での発

4) 日本基督教団は 1941年 6月に創立されたが，当初は部制を採り実質的に旧教派の
組織は存続した。しかし，1943（昭和 18）年 4月に部制が廃止されると，旧教派の
組織的な活動は消滅した。

5) 高戸�（編）『倉敷基督教会畧史』倉敷基督教会，1935

6) 竹中正夫『倉敷の文化とキリスト教』日本基督教団出版局，1979
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表に基づいている上に，『倉敷教会百年史』の刊行に触発されて着手した。こ

のような事情から基本資料として『倉敷教会百年史』を用いる，そこでまず，

資料の内容と特色について簡潔にまとめておきたい。

『倉敷教会百年史』の編集委員は甲斐田巌・阿佐見和夫・河手純子・萩原直

幸・藤岡シゲ子・廣田誠一郎・更井勝子・中務友芳・松島重夫・佐伯元・宮脇

俊昭・佐野宣雄・今村稔・金子直子・樅野潤の１５名であり，倉敷教会記録委員

会は甲斐洋子・小笹静子・西松時江・東谷香保子・藤田繁子・山合恭子の６名

で構成されていた。監修を担当した牧師は宮崎達雄・山口純弘・大澤香である。

さらに外部から監修者として竹中正夫，助言者として塩野和夫が協力している。

内容は「第１部 本篇」「第２部 個別テーマ」「資料」からなる。「第１部 本

篇」は通史であり，構成は『倉敷教会畧史』『倉敷の文化とキリスト教』を参

考にしながらも，歴史の流れに即した時期区分をしている7)。「第１部 本編」

の際立った特色は教会日誌風の執筆方法にある。まず，改行して太字で西暦年

だけを書く。改行して月日を太字で書き，一字空けてその日の出来事を記す。

したがって，本編の基調は出来事史である。「第２部 個別テーマ」では倉敷

教会が関わった重要な８項目を取り上げている8)。「資料」は丁寧に調査された

教会関係者や統計データなど５項目から構成され，教会の歩みが読み取れるよ

うになっている9)。なお巻末に「付録 仮想座談会 スロープから汽車が見え

7) 時期区分に基づく章立ては次の通りである。
「第 1章 プロテスタントの教え倉敷へ（1878～ ）」
「第 2章 真摯な伝道と苦難（1906～ ）」
「第 3章 近代教会の基礎固め（1922～ ）」
「第 4章 戦時下の教会（1926～ ）」
「第 5章 敗戦後の倉敷教会（1945～ ）」
「第 6章 宣教の充実に向かって（1961～ ）」
「第 7章 宣教活動の多様化（1994～2006）」

8) 8つのテーマは次の通りである。「倉敷水島教会」「倉敷キリスト会館（倉敷クリス
チャンセンター）」「パイプオルガン設置」「教会墓地，納骨堂建設」「倉敷平和教会設
立から解散まで」「倉敷教会エレベーター建設」「安息日学校，日曜学校から CS（Chil-

dren’s Service）への歩み」「竹中幼稚園」。
9) 資料の項目は次の通りである。「歴代の教師」「受洗者等名簿」「現住陪餐会員等名
簿」「統計データ」「年表」。
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た 終戦の頃の倉敷教会」と「倉敷教会宣教２世紀に向けてのメッセージ」が

ある。これらからは教会を担った人々の生きた声とそこから見える情景が浮か

び上がり，また未来に向けた祈りが聞こえてくる。ここにおいて『倉敷教会百

年史』は単なる歴史書としての性格を超えている。

高戸�（１８８１‐１９４５）は，１９０３（明治３６）年１月に宣教師ペテーより岡山教

会で洗礼を受けている。２１歳であった。３年後の１９０６（明治３９）年７月に倉敷

教会が設立されたが，この時創立者として名前を連ねた２５名の中に高戸�と彼

の妻高戸八千歳がいる。以来，教会役員あるいは日曜学校教師として，生涯倉

敷教会に関わり続けている。１９３５（昭和１０）年４月に発行された高戸�（編）

『倉敷教会畧史』は，設立以来の親密な交流と高戸の優れた才能が結実したも

のである。『倉敷教会畧史』の内容は「一．教会畧史 本欄」とさまざまな記

録，それと「附録」から構成されている。『倉敷教会百年史』の構成は明らか

にこれを参考にしている。「一．教会畧史 本欄」は通史であり，牧師名を表

に出しこれによって５期に時期を区分している10)。執筆方法としては教会日誌

風の体裁をとっており，これも『倉敷教会百年史』の原型となっている。さま

ざまな記録は８項目あり緻密さにおいて当時の教会史では傑出している11)。「附

録」に収められた「記念すべき人々」と「思ひ出す事ども」は倉敷教会におけ

る豊かな交流を彷彿とさせている。

アメリカにおける研鑽を終えた竹中正夫（１９２５‐２００６）は，当時無牧であっ

た倉敷教会において１９５４（昭和２９）年１１月から１９５５（昭和３０）年３月まで長期

応援教師を務めた。この時の経験と人脈を生かして，１９５６（昭和３１）年１月に

発足した同志社大学人文科学研究所のキリスト教社会問題研究において竹中は

10) 『倉敷教会畧史』の時期区分に基づく章立ては次の通りである。
一．播種期（自明治十一年－至明治三十八年）
二．教会第一期（自明治三十九年一月－至明治四十五年五月）
三．教会第二期（自明治四十五年五月－至大正五年十一月）
四．教会第三期（自大正五年十一月－至大正十二年五月）
五．教会第四期（自大正十二年五月－ ）

11)『倉敷教会畧史』のさまざまな記録は次の通りである。「教会畧史年表」「附属事業」
「教師，役員，職員」「永眠者」「統計」「教会組織」「維持財団」「諸団体」。
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岡山地方の教会研究に取り組む。こうして，１９５９（昭和３４）年に「岡山県にお

ける初期の教会形成」を発表した。以来，折々に倉敷教会に足を運んで教会史

編纂作業に協力し，１９７９（昭和５４）年に『倉敷の文化とキリスト教』を出版し

た12)。構成はおおよそ時系列にまとめられているが13)，内容には竹中の研究手

法と関心が生かされている。倉敷の文化研究と信徒の叙述である。こうして，

『倉敷の文化とキリスト教』は倉敷教会史を主軸としながらも，地方都市の文

化やそこで生き交流した人々の姿を取り入れた研究書となっている。

（２）研究方法

組合教会に所属した時期の倉敷教会を分析しその特色を探るために，どのよ

うな研究方法が妥当なのか。この問いに対して，組合教会の歴史的四類型14)と

の比較検討という方法で応えたい。すなわち，組合教会の歴史的四類型とそれ

に対応する倉敷教会の各時期とを比較検討する。その上で，倉敷教会史の歴史

的基層にある個性を明確にするのである。そこで，まず組合教会の歴史的四類

12) 竹中正夫，前掲書，13‐14頁，573‐574頁。
13) およその時系列に整えられた章立ては次の通りである。
第一章 倉敷の風土
第二章 種まきのころ
第三章 明治期における岡山・倉敷の信徒の交わり－草創期の人びと（大原・石

井・林の三家の場合）－
第四章 新川の奥に
第五章 初穂の群れ
第六章 二粒の麦
第七章 二つの石－竹中幼稚園の誕生－
第八章 忘れ得ぬ人びと
第九章 「生命」の歩み
第十章 聖徒の交わり
第十一章 戦時下の教会Ⅰ
第十二章 戦時下の教会Ⅱ
第十三章 大原美術館と児島虎次郎
第十四章 文化をおもうこころ－大原総一郎の思想－
第十五章 聖書と民芸

14) 参照。塩野和夫「日本組合基督教会の歴史的四類型」（『キリスト教史学』第 50集，
キリスト教史学会，1996，39‐55頁）
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型を概観しておきたい。

組合教会史の時期区分をまず「組合教会史の中から汲み出すことができ」，

「組合教会史の全体をバランスを崩さずに捉えることができる」教会法と教会

統計の研究によって行った15)。その結果，組合教会史は前史を含めて５つの時

期に区分出来た。

組合教会前史 （１８６９‐１８８６）

組合教会史第１期（１８８６‐１９０３）

組合教会史第２期（１９０４‐１９１８）

組合教会史第３期（１９１９‐１９３５）

組合教会史第４期（１９３６‐１９４１，４１‐４３）

教会法と教会統計によって区分した各時期を直ちに歴史的類型とすることは

できない。なぜなら，そこでは歴史を構成する主要な要素である歴史的個体性，

すなわち具体的な教会活動やそれを担った信仰者の生き方が捨象されているか

らである。そこで，組合教会史における教会活動や教会員の信仰生活と各時期

との対応を検討しなければならない。すると，両者に顕著な対応を見出すこと

ができる。すなわち，各時期にはそれに対応した個性ある教会活動や教会員の

信仰生活があって，それが時期ごとに変化している。そこで，組合教会の歴史

的四類型という概念を構築できる。なお，歴史的四類型と組合教会史の時期区

分との対応は以下の通りである。

組合教会の歴史的第１類型 組合教会前史・第１期

組合教会の歴史的第２類型 組合教会史第２期

組合教会の歴史的第３類型 組合教会史第３期

15) 時期区分の検討対象として教会法と教会統計に取り組んだ理由については，以下を
参照。塩野和夫『日本組合基督教会史研究序説』新教出版社，1995，191‐194，297‐304

頁。
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組合教会の歴史的第４類型 組合教会史第４期

組合教会の歴史的四類型とそれに対応する倉敷教会史の時期を併記すると，

次の通りである。

１ 組合教会の歴史的第１類型に対応する時期 １８６９‐１８８６，１８８６‐１９０５

倉敷教会史第１章 プロテスタントの教え倉敷へ １８７８‐１９０３

２ 組合教会の歴史的第２類型に対応する時期 １９０４‐１９１８

倉敷教会史第２章 真摯な伝道と苦難 １９０６‐１９２１

３ 組合教会の歴史的第３類型に対応する時期 １９１９‐１９３５

倉敷教会史第３章 近代教会の基礎固め １９２２‐１９２５

４ 組合教会の歴史的第４類型に対応する時期 １９３６‐１９４１，１９４１‐１９４３

倉敷教会史第４章 戦時下の教会 １９２６‐１９４５

両者の対応を見ると，１・２はほぼ時期的に一致している。それに対して

３・４は１０年程食い違っている。しかし，組合教会の歴史的第４類型は戦時下

の組合教会を概念化している。したがって，第４類型と倉敷教会史の「第４

章 戦時下の教会」とは内容において共通性がある。そこで，組合教会の歴史

的四類型とそれに対応する倉敷教会史における各時期を比較検討する妥当性が

認められる。

次に歴史的四類型と倉敷教会史の対応する各時期を比較する方法である。こ

の点に関しては，組合教会史の歴史的四類型がすでに概念化されている点にま

ず注目したい。要するに，すでに概念化された組合教会史の歴史的類型を時期

ごとに提示し，それに対応する倉敷教会史の各時期を比較検討するのである。

これによって類型と共通する歴史的な倉敷教会の姿と相違する姿が浮かび上が

る。これらを総合的に比較しながら分析し考察することによって，倉敷教会の

歴史的基層に潜む特色に迫るのである。
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２．倉敷教会史の「第１期 プロテスタントの教え倉敷へ」16)

（１）組合教会の歴史的第１類型

組合教会の教会法と教会統計研究によって区分された組合教会前史（１８６９‐

１８８６）と組合教会史第１期（１８８６‐１９０３）にほぼ共通した教会活動と教会員の

信仰生活を見出すことができた。そこで，これを概念化したのが組合教会の歴

史的第１類型であり，以下の通りである。

第１のタイプ（歴史的第１類型）の基本的特質はきわめて明瞭である。キ

リスト教の伝道活動を教会の主要課題としたことがそれである。宇和島地方

での最初の伝道活動から宇和島組合教会講義所の設置，宇和島教会の近接地

伝道に一貫して認められたのが伝道への情熱と意志と活動であり，このよう

な特質は同時期の組合教会に対応している。このタイプの教会ではキリスト

教は伝道する宗教として受容された。当時の担い手にとってキリスト教の受

容はその伝道活動に参加し協力することを意味した。またキリスト教の伝道

活動の推進に大きく寄与したのは個人の伝道への意欲であった。たとえば，

宇和島地方に初めてプロテスタントを伝えた今治教会の伝道活動グループの

多くはその頃２０代の青年であり，キリスト教に出会い触発されると彼らは伝

道活動に従事した。このタイプの教会活動の特色は端的に宇和島教会の近接

地伝道に見ることができる。すなわち，教会が立つ地域社会に限定されない

広範な地域における伝道活動である。そこでは，教会は広範な地域で展開さ

れる伝道活動のための拠点であり，教会を送りだされた伝道者は地域社会か

らさらに広範な地域へ出かけ伝道活動を行った。しかし，伝道活動だけを主

要課題としたキリスト教は，宇和島教会の場合がそうであったように，教会

16) 『倉敷教会百年史』の「第 1部 本篇」は，「章」構成であった。ただし，それは
時期区分に基づいた構成であるので，歴史的四類型との比較においてもこの区分を用
いる。さらに便宜上，歴史的類型との比較においては，「章」に代えて「期」を入れ
る。つまり，「第 1章 プロテスタントの教え倉敷へ」は「第 1期 プロテスタント
の教え倉敷へ」とする。
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の経済的基盤を整えることに失敗した。この失敗が第２の教会類型への転換

を要請していた17)。

組合教会の歴史的第１類型はすでに設立されていた教会を前提として，その

教会活動と教会員の信仰生活を対象に類型化している。ところが倉敷教会の場

合，第１期を通じて教会はまだ設立されていない。要するに，第１類型と倉敷

教会第１期では前提が異なる。前提は異なるが，倉敷にはやがて倉敷教会設立

に連なる人々がすでに教会活動に参加し信仰生活を営んでいた。そこで教会設

立に関する違いを踏まえた上で，「第１期 プロテスタントの教え倉敷へ」に

登場する人々の信仰生活を組合教会の歴史的第１類型と比較しながら，分析し

たい。

（２）歴史的第１類型から見る倉敷教会史第１期

倉敷教会史の第１期（１８７８‐１９０５）において，岡山県下では次々と組合教会

が設立されている18)。それにもかかわらず，倉敷に教会が設立されることはな

かった。この間，組合系諸教会にとって倉敷は教会設立を直ちに目指す地域で

はなく，伝道活動を展開する周辺地域であった。しかし，１８８０年代に倉敷を担

当した伝道者19)と設置された講義所20)を考慮すると，「第１期に倉敷に教会は設

立されなかった」と断言する表現は適切さを欠くこととなる。１８８０年代には

「倉敷において教会設立への試みはあった」のである。しかし，短期間に終

わった伝道者の在任期間と頻繁な講義所の移転は，試みの失敗を語っている。

17) 塩野和夫「日本組合基督教会の歴史的四類型」42頁。
18) 倉敷教会の第 1期に岡山県下で設立された組合系教会は以下の通りである。

1880年 岡山教会，1882年 高梁教会，1884年 天城教会，1886年 落合教会，
1890年 津山教会，1894年 岡山北部教会・香登教会，1903年 旭東教会，
1906年 高屋教会。

19) 倉敷教会の第 1期に倉敷を担当した伝道者は以下の通りである。
川越義雄伝道師（在任期間 1880年 10月～1883年 2月），
亀山昇伝道師（天城講義所と兼務，1884年 8月～1886年 9月），
堀兼鶴太郎伝道者（1888年 12月～1889年 10月）。
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１８９０年代に入ると，教会設立への試みは見られない。これは民族主義の高揚に

伴い，反キリスト教的風潮が日本国内に広がった時代状況を反映している。倉

敷でキリスト教活動が活発に行われるようになるのは，１９００年代に入ってであ

る。この時期の一連の動きが１９０６（明治３９）年７月１日の倉敷教会設立へと続

くのである。

それでは倉敷教会史第１期において，やがて倉敷教会の会員となった人々の

キリスト教信仰はどのような性格を帯びていたのか。

まず，歴史的第１類型を特色づけている近接地伝道に関してである。『倉敷

教会畧史』は１８８０年代における近接地伝道の様子を伝えている。これらの報告

は，１８８０年代に倉敷を担当した伝道師や倉敷在住のキリスト教徒が，近接地伝

道への関心を持ち活動していた事実を示している。彼らは，倉敷に教会はまだ

設立されていなかったが，組合教会の歴史的第１類型と同様の信仰生活を送っ

ていたのである。

（１８８２年１月）更に伝道の手は延びて児島郡天城村高橋常太郎，朽木忠二

郎両氏宅，同郡福田村津崎馬太郎氏宅にも毎週訪問せられて居た21)。

（１８８４年２月１２日）此日より３日間，当地信徒某（木村和吉氏自身ならん）

は天城に出掛けて，高橋常太郎氏宅其の他の家庭集会を開き，聖書会読会の

司会などに働いた。（家庭及び仮会堂において）22)

20) 倉敷教会の第１期に倉敷に設置された講義所は以下の通りである。
1882年 1月 井上町に講義所を開く。
1882年 4月 本町に移転，12月廃止する。
1888年 6月 阿知町に講義所を移転する。
1889年 1月 向市場に講義所を移転する。
1889年 6月 戎町に講義所を移転する。
1905年 5月 本町に講義所を開く。

21) 高戸�（編），前掲書，4頁。
22) 高戸�（編），前掲書，10頁。
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（１８８４年１１月１９日）天城教会が設立された。設立委員は朽木忠三郎，山脇

恒，木村和吉の三氏であった23)。

次いで，倉敷教会に継承された信仰の特色を４点指摘したい。まず，浅野義

八が示した純粋なキリスト教信仰である。彼の信仰は深い共感を持って，設立

後の倉敷教会に伝えられている。

然るに茲に感謝すべき事は，すでにそれ迄の信仰生活に於いて，霊肉両方

面に，耐え切れぬ苦難を嘗め尽して，かすかな菓子店を生活の綱としながら，

なほ迫害の中に安息日休業（閉戸厳行）を断行して，祈祷の熱火に燃えつつ，

信仰のたどりを続けられて来た浅野義八氏が，少しも動ぜず孤独の嘆に血涙

をしぼりつつ確信の歩みを続けられた事を思ふと，全く胸つぶるる程に感激

に堪えぬ事である24)。

次に伝統的な倉敷商人の生活に取り入れられたキリスト教，すなわち倉敷教

会員に生活の規範を示したキリスト教倫理である。

林源十郎（蘇太郎）が勤倹節約に励んで，自ら少しずつたくわえた貯金を

捧げて，倉敷教会の構内に禁酒倉を建てたことはさきに述べた通りである。

かれは，日本的ピューリタンであった。そうした勤倹は，一時のおもいつき

や，昂揚したかりそめの感情から出たものでなかった。日常生活に臨むかれ

の姿勢は，きわめて冷徹なものがあった。それは，合理的であり，厳格なも

のであった。それだけに，実際的であり，地についた着実な歩みを持続する

意志力を内に宿していた25)。

23) 高戸�（編），前掲書，13頁。
24) 高戸�（編），前掲書，28頁。
25) 竹中正夫，前掲書，85頁。
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さらにキリスト教による共同体の形成である。初めそれはキリスト教を介し

て育てられた少数者の信頼関係であった。１９００年代に入ると信頼で結ばれた交

流は広がり，教会設立に向けて共通した意志を持つ共同体へと発展する。

明治期の三家（大原・石井・林）の関係についていうなら，キリスト教を

媒介にしてきわめて密接な関係にあり，それが単なる文明開化の装いをもっ

た外来宗教への好奇心をもった趣味的な交わりではなく，また表面的なつき

あいでもなく，それぞれの人びとの弱さや，みにくさに触れてそれらを強め，

清めていく親身な交わりであったことを知ることができる。さらにその交わ

りは，とかく宗教的小グループがおちいりがちな内面的小グループとして社

会において閉鎖的にならず，むしろ宗教的な交わりを媒介にして，それぞれ

の事業や活動を通して社会において積極的に励んでいったことを指摘するこ

とができる26)。

最後に倉敷における信仰共同体が教会設立を進めていった際に認められる顕

著な特質を指摘したい。それは教会設立に対して主体的に責任を負い，自立し

た行動をとった信徒の群れである。彼らは教会設立のために何度も会議を開き，

自分たちで着実な準備を進めている27)。また教会設立に先立って「倉敷仮教会

設立承認願」を作成し，１９０６（明治３９）年６月２１日に岡山教会執事河本乙五郎

宛で提出している。願いには２５名が署名捺印していた。彼らを受洗した教会別

にみると，次の通りである。

天城教会：浅野義八・浅野千代・板谷彌兵・板谷郁郎・板谷常三郎・板谷

米・小野壽吉・太田兼・木村和吉・木村隆

岡山教会：板谷節太郎・大橋朝野・高戸�・林源十郎（蘇太郎）・林清

倉 敷：大原孫三郎・高戸八千歳・林浦・林下枝

そ の 他：大橋廣・木村達・木村官太郎・瀬尾宗二郎・田中愛・松崎謙吉28)

26) 竹中正夫，前掲書，91頁。
27) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，16‐26頁。
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３．倉敷教会史の「第２期 真摯な伝道と苦難」

（１）組合教会の歴史的第２類型

組合教会の歴史的第１類型に概念化された教会は，広範な地域において伝道

活動を展開した。しかし，この様な教会活動は教会を，多くの場合，成長させ

ることができなかった。そこで，組合教会は歴史的第２類型へと大きく転換し

ていく。以下の通りである。

第２のタイプ（歴史的第２類型）における最重要課題は教会として個々の

教会の基盤を確立することであった。このことは具体的には教会の自給独立

として強く自覚され，教会堂の建設を伴う場合もあった。教会の自給独立と

いう課題はこの時期の教会の担い手の信仰内容やその表現にも端的に現れて

いる。彼らにとって教会の自給独立は信仰上の課題であり，そのために祈り

を集中し，協力し，働いた。したがって，そこでは第１の教会タイプの担い

手に見られたように，広範な伝道活動が中心的価値を持つことはなかった。

また，活躍したのは教会の自給独立のための方策を指示し，それを着実に実

行し，そのために幅広く協力できた人たちである。このような働きで力を発

揮したのは若い情熱に燃えた伝道者ではなく，経験が豊かで教会を整えるこ

とへの知恵と意志を持った牧師であり会員であった。教会活動も自給独立と

いう目的によって規定された。この目的にしたがって単にキリスト教を伝え

るのではなく，それを達成するために地域に集中した伝道活動を行った。ま

た，教会の働きに参加しそれを担う人材の育成を重んじた。ところで，教会

の自給独立にしても教会堂の建設にしても，それらは直接には経済的な課題

であり，会員の理解と協力を必要とした。そこで，これらの課題を達成する

過程で，教会堂建設までは無牧師を決意した宇和島教会に端的に見られたよ

うに，教会に責任を持つ自覚的な会員が育った29)。

28) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，19‐25頁。
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組合教会の歴史的第２類型の時期（１９０４‐１９１８）は，ほぼ倉敷教会史の「第

２期 真摯な伝道と苦難（１９０６‐１９２１）」と対応する。『倉敷教会百年史』や『倉

敷教会畧史』は，牧師の突然の死や無牧などによってこの時期に戸惑いを繰り

返す教会の姿を伝えている。ところが，いくつかの教会統計の数値によると第

２期の倉敷教会はきわめて着実な歩みをなしている。そこからは，第２期の倉

敷教会において基本的には組合教会の歴史的第２類型と重なる様子が推測され

る。実際にはどうであったのか。検証してみたい。

（２）歴史的第２類型から見る倉敷教会史第２期

倉敷教会史第２期（１９０６‐１９２１）を『倉敷教会百年史』や『倉敷教会畧史』

はどのように描いたのか。目次で叙述内容を概観したい。なお，『倉敷教会畧

史』の時期区分は倉敷教会史第２期と多少ずれている。

『倉敷教会百年史』

第２章 真摯な伝道と苦難

第１節 倉敷教会設立

第２節 逞しき伝道への旅立ち

第３節 教会試練の時代30)

『倉敷教会畧史』

二．教会第一期（自明治３９年１月－至明治４５年５月）

イ 設立準備期 本町（借宅）講義所期

ロ 溝手牧師時代 本町・東本町・新川仮会堂期

三．教会第二期（自明治４５年５月－至大正５年１１月）

第１無牧期 新川仮会堂期

29) 塩野和夫「日本組合基督教会の歴史的四類型」44‐45頁。
30) 参照，倉敷教会百年史編纂員会（編），前掲書，27‐56頁。
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四．教会第三期（自大正５年１１月－至大正１２年５月）

竹中牧師時代（自大正５年１１月－至大正７年８月） 新川仮会堂期

第２次無牧時代（自大正７年８月－至大正７年１２月） 同上

杉田牧師時代（自大正７年１２月－至大正９年６月）

渡米中を加ふ 同上

杉田老牧師応援時代（自大正８年６月－至大正１１年３月）同上

第３次無牧時代（自大正１１年４月－至大正１２年５月） 同上31)

これらの目次を見ると，倉敷教会史第２期には「教会試練の時代」があり，

３度に及ぶ無牧の期間があった。したがって，この時期の教会は長期にわたり

安定した歩みを継続できなかったと推測される。ところが，いくつかの統計資

料からは倉敷教会史第２期について全く違った側面が浮かび上がってくる。

まず，教会の種別である。１９０６（明治３９）年から１９１９（大正８）年まで，倉

敷教会は独立教会である32)。１９２０（大正９）年から１９２１（大正１０）年までは教

会である。つまり，第２期を通じて一貫して自給教会であった。さらにこの間

の教会統計から，その基本的な性格を持つ会員数と教会常費を見ると，全体と

して安定している33)。なるほど，教会常費で第１無牧期（１９１２‐１９１６）と重な

る時期で低迷している。けれども，この時も教会種別では独立教会を維持して

いる。また，会員数が減少しているわけでもない。これらを総合的に判断する

と，倉敷教会は第２期にいくつもの困難と遭遇したが独立教会として安定した

運営をしていた。それでは第２期の倉敷教会は具体的にどのように歩んでいた

のか。そこから浮かんでくる会員像はどのような姿なのか。第２期を通して中

心的課題であり続けた教会堂建設をめぐる倉敷教会の経緯から考えてみたい。

倉敷教会史第２期における教会堂建設の動向を分析するにあたって，まずそ

31) 参照，高戸�（編），前掲書，1頁。
32) 組合教会の教会種別は 1904年度から 1918年度までは，「独立教会」（会員数 30名
以上，自給）・「仮教会」（会員数 20名以上）・「講義所」であった。1919年度から 1933

年度までは，「教会」（会員数若干名，自給）・「伝道教会」（自給不可の教会）であった。
参照，塩野和夫『日本組合基督教会研究序説』307頁。
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の経緯を概観しておきたい。

倉敷教会が１９０６（明治３９）年７月１日に教会設立式を行った仮会堂（本町）

は借家であった。設立式当日に開いた役員会は，「仮会堂借家料 月額金１２円」

を決定している34)。しかし，倉敷教会はいつまでも借家を会堂とすべきではな

いと考えた。設立から半年後の役員会（１９０８年１月２３日開催）で，「７．会堂

建築基金積立方法（総会の議事に上程する事）」を決議し，教会堂建設に向け

た計画を立て始めている35)。会堂建築基金積立は順調に進み，１９０８（明治４１）

年７月には「教会堂建築基本金 ２７７円１７銭５厘」が報告されている36)。１９０９

（明治４２）年５月に木村和吉宅で開かれた役員会では，「１．会堂建築に向かっ

て大いに努力する事」が決議された37)。建築基本金は着実に献金され，１９１１（明

治４４）年５月には「会堂建築基金会計 １，８９３，４００」と報告されている38)。

33) 第 2期における会員数と教会常費の推移は次の通りである。
会員数 教会常費（単位 円）

1906 36 330.00

1907 52 660.00

1908 92 684.00

1909 112 953.78

1910 116 922.36

1911 114 867.65

1912 126 487.79

1913 133 284.40

1914 137 277.79

1915 139 305.68

1916 153 391.00

1917 188 855.00

1918 192 693.00

1919 196 757.00

1920 201 871.00

1921 226 992.00

34) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，27頁。高戸�（編），前掲書，42頁。
なお，本町の仮会堂は 1908年 2月に東本町に移転している。
参照，倉敷教会百年史編纂委員会，前掲書，34頁。高戸�（編），前掲書，62頁。

35) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，31頁。高戸�（編），前掲書，51頁。
36) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，35頁。高戸�（編），前掲書，64頁。
37) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，38頁，高戸�（編），前掲書，70頁。
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１９１１年７月以降，教会堂建設は急速に進む。同年７月１日に開催した教会総会

で「１．仮会堂建築委員の選定（すなわち当時の監理者２名と執事６名）木村

和吉・林源十郎（蘇太郎）・浅野義八・小野壽吉・木村官太郎・高戸�・木村

隆・太田兼」を決議している39)。その後，「仮会堂建築起行祈祷会」を７月１２

日に行い，９月２９日には「落成感謝祈祷会」を実施している。「仮会堂捧堂式」

は１０月１日に執行している。なお，仮会堂の「建築総費額」は「１，０２４円４５銭」

であった40)。なお，建設された会堂は「倉敷教会仮会堂」とされた。その理由

について『倉敷教会百年史』は以下のように説明している。

経費節減のため，敷地は借地，建築部材も旧郡役所会議室と玄関，合計２５

坪５分の部材をかねて買い受り，取り置いて建築に再利用した。新会堂であ

りながら「仮会堂」と称したゆえんである41)。

38) 参照，高戸�（編），前掲書，82頁。
39) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，40頁。高戸�（編），前掲書，83頁。
40) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，40頁。高戸�（編），前掲書，83‐

84頁。

記念碑 倉敷教会旧会堂・竹中幼稚園開園の地
『倉敷教会百年史』口絵より
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仮会堂を建設した６年後の１９１７（大正６）４月１日の臨時教会総会は，本会

堂新築問題で開催された。総会では倉敷基督教会執事より，「倉敷基督教会本

会堂新築に就いて謹告」「予算書」「献金方法」が提案された。予算書によると，

「会堂建築費仮予算額 金５千円也」である42)。この予算額は仮会堂建築費の

約５倍の規模である。ところが，新たに申し込みを募った結果が，同年７月１

日に開催された総会で報告されている。それによると新申し込みを含めた総計

は約６，０００円であった43)。臨時総会で再度「新会堂建築の件」が諮られたのは，

１９２１（大正１０）年７月９日である。この総会ではボーリズ氏との交渉が進めら

れており，それによると「全体では５万円以上になるかも知れぬ」と報告され，

新たな建築積立金の必要を決議している44)。前回予算のおよそ１０倍にもなる新

たな計画について再度献金を募った結果として，９月１２日に「合計 ２８，８００

円」が報告されている45)。そこで，同年１２月１７日に会堂敷地（面積５３０坪，金額

１７，７７５円）を購入している46)。土地を取得して，教会堂建設は新たな局面を迎

えた。

第２期を通じて，教会堂建設に向けた地道だがたゆまぬ前進があった。その

経緯からいくつかの特色を見ることができる。

まず，借家の会堂から仮会堂，本会堂建設に向けた一貫した歩みである。そ

の間，教師は初代の溝手文太郎牧師（在任１９０６年７月～１９１２年４月），２代目

41) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，41頁。なお，『倉敷教会畧史』は「仮
会堂建築始末」を記している。参照，高戸�（編），前掲書，84‐85頁。

42) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，48頁。高戸�（編），前掲書，108‐109

頁。
43) 「新申込額 3,300円 旧基本積立 2,010円 現会堂売却予想 700円 計約 6,000円」高
戸�（編），前掲書，110頁。
ただし，この時の建築計画は竹中悦蔵牧師の突然の逝去により頓挫する。参照，倉

敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，49頁。高戸�（編），前掲書，112頁。
44) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，54頁。高戸�（編），前掲書，123頁。
45) 「積立金額 7.341円余り 倉紡社債権額面 5,600円 新献金申込者 25名 15,945円
合計 28,800円」
倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，54頁。高戸�（編），前掲書，124頁。

46) 参照，倉敷教会百周年編纂委員会（編），前掲書，55頁。高戸�（編），前掲書，125頁。
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の竹中悦蔵牧師（１９１６年１１月～１９１８年８月），３代目の杉田譲二伝道師（１９１８

年１２月～１９２０年６月），杉田潮長期応援牧師（１９１９年６月～１９２２年３月）と変

わっている。しかし，教師の交代にもかかわらず，倉敷教会は着実に本会堂の

建設に向けて前進している。そこに，教会を支え続けた信徒の存在があった。

ところで，本会堂建設に向けた一連の歩みにおいて教会員の中で指導力を発

揮した人々がいた。中でも木村和吉の指導的役割は傑出している。第２期にお

ける本会堂建設の経緯をみると，仮会堂建築・本会堂建設計画・予算案変更に

伴う本会堂建設計画・敷地の購入など，いくつかの重要な局面があった。これ

らいずれの時においても，木村和吉は中心になって責任を負っている。

しかし，会堂建設という大事業は一人の指導者によって達成できるものでは

ない。木村には協力者がいた。１９１１（明治４４）年７月１日に仮会堂の建築員に

選ばれた８名について彼らの生年と当時の年齢をみると，次の通りである。な

お，８名は全員が倉敷教会設立時の署名者２５名に入っている。

木村和吉 １８６２年 ４９歳， 林源十郎（蘇太郎）１８６５年 ４６歳，

浅野義八 １８５８年 ５３歳， 小野壽吉 １８５３年 ５８歳，

木村官太郎 １８７６年 ３５歳， 高戸� １８８１年 ３０歳，

木村隆 不明， 太田兼 １８６１年 ５０歳，

年齢をみると彼らは若い情熱に燃える青年ではない。むしろ，社会生活にお

いても教会生活においても多くの経験を積み，教会建設という大事業に対して

責任を持って計画を立て，確かな歩みを続けることができる成熟した人々で

あった。彼らが持続して結束した取り組みをすることによって，本会堂建設と

いう大事業の計画は可能になった。

さらに，本会堂建設のために必要な条件があった。それは倉敷教会員の協力

であり，しかも会堂建設という長期に及ぶ事業期間における一致結束である。

そのためには計画の中心にたち責任を負う人々が，会員の信頼を得るために細

心の注意を払いしかも大胆に事を進めなければならない。第２期に本会堂建設
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のために責任を負った人々の信仰生活には，組合教会の歴史的第２類型として

描き出されているキリスト教徒像と多くの面で重なってくるのである。

４．倉敷教会史の「第３期 近代教会の基礎固め」

（１）組合教会の歴史的第３類型

組合教会の歴史的第２類型に概念化される教会は，教会の自給独立を主要な

課題とした。教会員はこの目的のために祈り力を合わせ，教会を担う人材を育

てた。自給独立を達成する過程で，多くの教会は教会堂を建設する。こうして

安定した教会運営を確保した時，地域社会における新たな立場を獲得していた。

そこで，地域社会に開かれた共同体として教会は新しい歩みを始める。組合教

会の歴史的第３類型である。

第３のタイプの教会（組合教会の歴史的第３類型）は，すでにその基盤が

整っていたことと地域社会の一定の信頼を得ていたことを前提にして，キリ

スト教の立場から地域社会に向けて幅広く発言し行動する。このような基本

的特質は教会活動に顕著に認められる。すなわち，このタイプの教会では，

第１のタイプのように広範な伝道活動を展開することや第２のタイプのよう

に集中した伝道活動と教会青年育成を限定的に目的にした活動が基本的特質

になることはない。むしろ，キリスト教の立場から教会を地域社会に向けた

教育・文化・社会福祉等に関する情報発信と活動の場とした。したがって，

このタイプの教会の担い手は幅広い学識と行動力を必要とした。彼らはその

学識と行動への意欲とをキリスト教主義学校で得たし，組合教会はそれらの

ネット・ワークでもあった。さまざまな社会的・文化的情報や活動を提供す

る教会に地域の人びとは多く集まった。教会は以前とは質の違った地域社会

との接点を多く持った。しかし，このような活動や地域との接点が直ちに教

会の会員数や活動費の増加につながることはなかった。むしろ，このタイプ

の教会において会員の空洞化などが徐々に進行した47)。
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組合教会の歴史的第３類型（１９１９‐１９３５）は，倉敷教会史の「第３期 近代

教会の基礎固め（１９２２‐１９２５）」と活動内容において重なる点がある。倉敷教会

は本会堂を設立すると，地域社会に開かれた教会として多彩な活動を展開した

からである。そこで，第３期に始まる地域社会に開かれた教会活動を組合教会

の歴史的第３類型から分析する。

（２）歴史的第３類型から見る倉敷教会史第３期

倉敷教会の建築委員会が西村伊作の西村建築事務所と会堂建築について

「３２，０００円の範囲で工事の全て」を契約したのは，１９２２（大正１１）年５月２６日

である48)。同年７月には着工し現場で８月２０日に定礎式を執行，献堂式を挙行

したのは１９２３（大正１２）年５月２０日である49)。「会堂建築決算報告」によると，

「新会堂敷地５３０坪代」を含めた総計は「６５，６０８円９０銭５厘」であった50)。田

崎健作伝道師が倉敷教会に着任したのは，この献堂式の日である。念願の新会

堂を竣工し田崎伝道師を迎えた頃から，倉敷教会は地域社会を対象にした活動

に次々と取り組んでいく。活動内容と担い手を中心に見ておきたい。

まず，竹中幼稚園である。竹中光子は倉敷教会第２代牧師竹中悦蔵の妻で

あった。竹中牧師が１９１８（大正７）年に逝去すると，しばらくの祈りの時を経

て，彼女は１９２１（大正１０）年春に玉成保母養成所に入学した。翌１９２２（大正

１１）年３月に同校を卒業すると，直ちに倉敷における幼稚園開設の準備にかか

る。こうして，倉敷教会付属の「旭幼稚園」を開設したのが，１９２２（大正１１）

年９月１日である。場所は倉敷教会仮会堂であった51)。旭幼稚園は１９２３（大正

１２）年３月には新会堂に移転，１９２４（大正１３）年１０月に「竹中幼稚園」と改称

47) 塩野和夫「日本組合基督教会の歴史的四類型」47頁。
48) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，57頁。高戸�（編），前掲書，125頁。
49) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，61頁。高戸�（編），前掲書，135‐

136頁。
50) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，62頁。高戸�（編），前掲書，138‐

139頁。
51) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，326頁。竹中正夫，前掲書，244‐

245頁。
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している。倉敷教会の付属幼稚園として竹中幼稚園は一貫してキリスト教保育

を行い52)，地域社会に根付いた活動を展開している53)。

この頃から取り組み始めた運動に，自然災害に遭った人々への救援活動があ

52) 参照，竹中正夫「変わらないもの」（竹中正夫，前掲書，247‐248頁）
53) 参照，竹中正夫「こころのよりどころ」（竹中正夫，前掲書，248‐253頁）

１９３０年頃の倉敷教会

倉敷教会の会堂内部
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る。日本基督教青年同盟から１９２２（大正１１）年９月に，ロシアの飢饉救済の呼

びかけがあった。これを受けて倉敷教会青年会は，９月１９日から３日間「ロシ

ア同胞を救へ」を合言葉にして戸別訪問などの活動をした。こうして集まった

義捐金１０４円を青年同盟に送金している54)。１９２３（大正１２）年９月１日におこっ

た関東大震災に際しては，婦人会と青年会が協力して９月４日から６日まで救

援活動を実施し，現金９１１円５０銭等を送っている。この時は救援活動を継続し，

その後１７７円９０銭を集めて送金している55)。

倉敷教会を会場にして取り組んだ活動に，婦人会が１９２３（大正１２）年９月２８

日に設置した矯風会倉敷支部がある56)。同年１０月２日には，田崎伝道師と松本

圭一を講師として英語研究会を設けている。１０月８日には，田崎伝道師夫人と

松原高を講師に裁縫教授を始めた57)。１１月３日には青年会が主催して活動写真

会（映画会）を開き，会堂に５００名を越える参加者があったと報告されている。

収益金１００円は大震災の火災救援のため送金された58)。さらに，１１月２４日には

東京の霊南坂教会音楽主任の大中寅二を招き，６日間連続して夜に演奏会を開

催し，町の婦人会・処女会・さつき会・矯風会・文化協会・中央病院関係者を

招待している。それとは別に午後の演奏会を企画して，高等女学校生徒や旭幼

稚園母の会を招いている59)。１９２４（大正１３）年５月３１日には，婦人会主催の大

バザーを教会で開いている。これが倉敷教会に記録されている最初のバザーで

ある60)。

倉敷教会外にも出かけ，積極的に地域活動に参加している。田崎牧師は，

１９２４（大正１３）年４月７日に浅口郡南浦青年団有志主催の精神講話に講師とし

54) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，58頁。高戸�（編），前掲書，127頁。
55) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，63頁。高戸�（編），前掲書，140頁。
56) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，63頁。高戸�（編），前掲書，141頁。
57) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，63頁。高戸�（編），前掲書，141頁。
なお，1924（大正 13）年 7月 1日に開催された教会総会で英語研究会は英語夜学
校として青年会に，裁縫教授は裁縫夜学校として婦人会に委託している。
参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，65頁。

58) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，63頁。高戸�（編），前掲書，141頁。
59) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，63頁。高戸�（編），前掲書，141頁。
60) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，65頁。高戸�（編），前掲書，144頁。
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て招かれ，午後と夜に講話をした。その後も，度々当地に出向いている61)。同

年６月３日には吉備郡真金小学校で５年生以上の生徒１７０名に禁酒講演を，６

日には同校で青年団・在郷軍人・一般の人びと約２００名に精神講話を行ってい

る62)。

このように倉敷教会は教会堂設立前後から，地域社会に開かれた諸活動を積

極的に展開した。そこに認められる教会活動の特色は，まさに組合教会の歴史

的第３類型と重なる。ところで，この時期の組合教会に広く見られたのが教会

の空洞化である。地域社会での活動を幅広く行うことによって，地域の多くの

人々が教会へ足を運んだ。しかし，これらの活動が直ちに教会の統計数値に表

れることはなかった。そのため，歴史的第３類型に対応する時期（１９１９‐１９３５）

の組合教会には空洞化が生じていた。倉敷教会の場合はどうであったのか。教

会統計の主要な数値，現住会員数・礼拝出席者数・教会常費から，検討したい63)。

倉敷教会の１９１９年度から１９３５年までの統計数値（現住会員数・礼拝出席者数・

教会常費）は，以下の通りである。

１９１９年度（１０６名・１８名・７５７円）

１９２０年度（９３名・２２名・８７１円）

１９２１年度（１１２名・２４名・９９２円）

１９２２年度（１３７名・２５名・１，０３８円）

１９２３年度（１９８名・５６名・３，０５３円）

１９２４年度（２３８名・７６名・３，４１７円）

１９２５年度（２４１名・８０名・４，０１０円）

１９２６年度（２５２名・７７名・３，９５０円）

１９２７年度（２５７名・７７名・３，８１９円）

61) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，64頁。高戸�（編），前掲書，143頁。
62) 参照，倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，65頁。高戸�（編），前掲書，144頁。
63) 倉敷教会の第 3期は 1922年から 1925年である。この期間は統計数値の推移を検討
するためには短すぎる。そこで，ここでは組合教会の第 3期（1919‐1935）における
倉敷教会の数値を検討対象とする。
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１９２８年度（２４５名・８６名・２，７６７円）

１９２９年度（２２０名・８９名・２，７６３円）

１９３０年度（４３２名・９８名・３，０８０円）

１９３１年度（３０２名・８４名・４，４０１円）

１９３２年度（３４０名・７７名・３，５３９円）

１９３３年度（３５５名・７３名・３，８２９円）

１９３４年度（３３６名・７１名・３，５８９円）

１９３５年度（３４０名・６３名・３，１９７円）

倉敷教会の１９１９年度から１９３５年度までの統計数値（現住会員数・礼拝出席者

数・教会常費）は，どのように分析できるのであろうか。これを分析するため

に便宜的に１９１９年度から５年ごとの統計数値を並べ比較してみると，以下の通

りである。

１９１９年度（１０６名・１８名・７５７円）

１９２４年度（２３８名・７６名・３，４１７円）

１９２９年度（２２０名・８９名・２，７６３円）

１９３４年度（３３６名・７１名・３，５８９円）

倉敷教会の会員数・礼拝出席者数・教会常費の推移，あるいは現住会員に対

する礼拝出席者数の割合，さらに現住会員数に対する教会常費の割合など，い

ずれの値をとっても教会の空洞化は認められない。したがって，一方では倉敷

教会史の第３期において倉敷教会は歴史的第３類型にみられる地域社会におけ

る活動を活発に行っていた。しかし他方，組合教会史の第３期に広く認められ

た教会の空洞化は倉敷教会には生じていなかったのである。
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５．倉敷教会史の「第４期 戦時下の教会」

（１）組合教会の歴史的第４類型

組合教会の歴史的第４類型に概念化される教会は，戦時体制下にあって教会

の存続を何よりの課題とした。教師の頻繁な交代・会員の離散・空襲による会

堂の消失等の中で，少数の教会員が集会を守り続けた。こうして，戦時体制下

にあって教会は維持された。このような状況下に認められるのが，組合教会の

歴史的第４類型である。

第４のタイプの教会（歴史的第４類型）にとって教会の存続が最大の課題

であった。具体的には国家の戦時体制に組み込まれながら教会も戦争遂行に

協力して，その存続を計った。このような姿勢はこの時期の教会活動から顕

著に読みとれる。この時期に教会が守ろうとしたのは，礼拝・祈祷会等，教

会の定例集会の継続であった。教会外への働きかけは困難であり，新来会者

もなく，第１の教会類型・第２の教会類型・第３の教会類型でそれぞれに認

められた教会外への活動を行うことはほとんどなかった。むしろ，少数の牧

師と教会員が，戦時体制・経済的困難・牧師の交代と無牧の期間・会員の離

散・会堂の焼失等の悪条件の中で，集会を続けた。教会を支えぬいたのは集

会の参加者であった。この人たちの関心はキリスト教に向いていた。それは

地域社会から切り離されたキリスト教であり，どのような意味においても積

極的に教会外に働きかけることをしないキリスト教であった。そこで，彼ら

が求めたのは困難な状況にあっても信仰者である彼らの実存と教会の存続と

を支え続ける力を持つキリスト教であった64)。

倉敷教会史の第４期（１９２６‐１９４５）は，歴史的第４類型と対応する組合教会

史（１９３６‐１９４１，１９４１‐１９４３）より長くなっている。満州事変から始まる１５年戦

64) 塩野和夫，前掲書，49頁。
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争期を対象としたためである。そこで，戦時体制下の組合教会を概念化した歴

史的第４類型から，倉敷教会史の第４期を分析したい。

（２）歴史的第４類型から見る倉敷教会史第４期

倉敷教会史の「第４期 戦時下の教会（１９２６‐１９４５）」には，戦時体制への協

力を求める国家の要請に応えた倉敷教会という基本的枠組みがある。そこでま

ずいくつかの側面から，その概要を見ておきたい。

大正天皇から昭和天皇への代替わりに際し，１９２６（昭和１）年から１９３０（昭

和５）年にかけてそれを意識した行事や表現がある。これらは教会の主体性に

基づいていたが，やがて国家は天皇制を用いて強く戦争協力を求めてきた。

１９２５年１２月２５日 大正天皇が死去したためクリスマス祝会を差し控えた65)。

１９２８年１１月１１日 御大典記念礼拝を守った66)。

１９３０年７月 倉敷組合教会の附属基督教青年会ではかねて御大典記念事業と

して青年会館の建設を決議し，資金１万円を募集中であったが，いよいよ

準備なりしを以て，会堂前に建坪５８坪のモダンな木造洋館を建築に決定し，

既に工事に着手した。今年１０月までには竣工の予定である67)。

（『基督教世界』第２４２６号，１９３０年７月３１日）

戦局が緊迫すると国家の要請は戦争遂行のため具体的な要求となり，教会活

動に支障を来すこととなる。金属品の献納や教会建物の徴用の場合を見ておく。

１９４０年１１月頃 金属品献納運動。全国の寺院，教会ならびに青年団の協力に

よる運動であって，当教会もこれに参加することになったため，青年会員

の手を借りて退蔵金属の蒐集にあたった68)。

65) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，72頁。
66) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，74頁。
67) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，79頁。
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１９４３年６月２０日 青年会館が徴用された。地方の警備司令部として，軍隊な

どが駐屯するため69)。

１９４４年２月 軍用機のための献金の要請があり，会員に通達した70)。

１９４５年４月 礼拝堂に三菱重工業の用度課が移転してきた。これは，水島へ

の爆撃が激しくなり，危険にさらされたので，三菱重工業に徴用されてい

た大橋公夫が林源十郎（彪）に相談した結果である。これは敗戦後，９月

７日に撤収するまで続いた71)。

戦時体制への協力は，教会活動にもさまざまな影響を及ぼした。礼拝プロ

グラムにおける国民儀礼・祈祷会での祈祷内容・礼拝説教の変化，そして初

期には見られた反戦思想を見る。

日本基督教団 倉敷基督教会 昭和１８年５月２日 礼拝式順序

司会者 桑内成郎

国民儀礼

宮城遙拝

皇軍将士並英霊ニ感謝

礼拝式 （以下，省略）72)

１９４４年７月２日（日）倉敷教会設立・天城教会合併記念総員礼拝を以下の通

り挙行した。

国民儀礼 大東亜戦争必勝祈願

礼拝 （以下，省略）73)

68) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，102頁。
69) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，108頁。
70) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，111頁。
71) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，115頁。
72) 竹中正夫，前掲書，440頁。
73) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，112頁。
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１９３８年７月７日 午後８時から定例祈祷会を事変一周年記念祈祷会として開

き，以下の主題のために祈った。

・国難の打開と世界平和確立のため，出征兵士とその家族のため。

・戦没将兵の英霊とその遺族のため。

・国民精神の興隆と緊張持久のため。

・北京，天津，青島，上海に活動せる同胞教会牧師とその会員のため74)。

１９４０年９月１日（日） 早朝祈祷会，礼拝にて二瓶要蔵兄が奉仕した。皇紀

２６００年に際し，時局の進展により，国家総動員の体制が強化され，当教会にお

いても，礼拝に際し，国民儀礼として宮城遙拝，皇軍将兵ならびに英霊に感謝

の黙祷を捧げることになり，２２日の礼拝よりこれを実行した。75)

昭和１４年３月１０日から１３日まで４日間にわたって倉敷教会は，天満教会平岡

徳次郎牧師を迎えて「春季特別伝道」を催している。その演題を見ると，１０日

「滅私奉公と十字架精神」，１１日「聖忍持久と不退転の信」，１２日「教会総力戦

と我等の任務」（朝礼拝），「建設精神と邁進の一路」（夕拝），１３日「山上の垂

訓」となっており戦時色の強いテーマが並んでいる。76)

翌々年，昭和８年田崎牧師は組合教会の派遣によって台湾伝道を行った。こ

のとき，先年旅順の古戦場を訪問したときのことを想起し，島木赤彦の歌を再

びとなえ，こうのべている。「人は時々迷う。銃剣の力，軍艦の威力が人格の

力よりも偉大なものであると。今日の戦いは戦闘でなくて戦争であることを知

らねばならぬ。独逸は戦闘に勝って戦争に敗れた。露国もザーもあの偉大なる

陸軍を擁しながら遂に革命に倒れた。つつしむ可きは武力を過信して人心の無

能を軽蔑してはならない。」77)

74) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，96頁。
75) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，101頁。
76) 竹中正夫，前掲書，434頁。
77) 竹中正夫，前掲書，404頁。
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１９３７年８月２日 岡山憲兵隊より憲兵が来て，組合教会総会の意味を問い，

「なぜ，岡山で行うのか，このような催しは時局柄中止せよ」と迫ったが，「全

国的な会合であり，今さら中止するわけにはいかぬ」と拒絶した。同時に特高

刑事もしばしば来て教会の内情を調査し，「米国より補助を受けているか」な

どの愚問を発した。その後，相当執拗に来訪するようになった78)。

戦時体制下にあって倉敷教会会員はどのような教会生活を送っていたのであ

ろうか。教会統計（現住会員数・礼拝出席者数・教会常費）の１９１９年度から

１９３５年度までの推移についてはすでに見ている。その後，１９３６年度から１９３９年

度までの推移は次の通りである。

１９３６年度（３４２名・６５名・３，７６６円）

１９３７年度（３５６名・６２名・３，５５２円）

１９３９年度（３５５名・５２名・３，０１３円）

倉敷教会会員は１９３９年度まで，教会統計の数値で見る限り，比較的安定した

教会生活を送っていたと推測できる。しかし，戦局がさらに厳しくなって男性

会員が次々と召集され，岡山県下の各地が次々と空襲されるようになると，状

況は一変した。

翌昭和２０年３月１７日東方牧師に召集令が来て，岡山４８部隊に入隊することに

なり，教会は戦時下２度目の無牧を経験する。男子はほとんど徴兵，徴用のた

めに引っ張り出され，婦人たちも疎開や職場の責任をもって不在となることが

多かったが，礼拝は欠かさず守られていた。それを守ったのは，竹中みつ園長

を中心とするごく少数の婦人たちや老人たちであった。水島にあった三菱重工

業は爆撃を怖れ４月２５日，その事務所を倉敷教会礼拝堂に移した。終戦後９月

78) 倉敷教会百年史編纂委員会（編），前掲書，93頁。参照，竹中正夫，前掲書，387‐
388頁。
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７日に撤去されるまで用いられていた。教会の庭には，米兵を仮想したわら人

形がおかれ，剣付銃砲で兵隊たちがそれをかん声あげてついていた。竹中園長

は幼稚園のこどもたちに，「いまはこうして戦争をしていますが，アメリカの

人にもよくわかった人もいるのです。いつの日か，平和が来るように祈りましょ

う」と語っていた79)。

倉敷教会は，戦時体制下にあってなお比較的安定した教会生活を送っていた。

しかし，太平洋戦争も末期になると，様相は一変した。この時に教会を守りぬ

いたごく少数の教会員の信仰生活は，歴史的第４類型に類型化された姿と重な

るのである。

おわりに

『倉敷教会百年史』は倉敷教会の前史と組合教会に所属していた時期を４期

に区分していた。すなわち，「第１期 プロテスタントの教え倉敷へ（１８７８‐

１９０５）」「第２期 真摯な伝道と苦難（１９０６‐１９２１）」「第３期 近代教会の基礎

固め（１９２２‐１９２５）」「第４期 戦時下の教会（１９２６‐１９４５）」である。これらを

組合教会の歴史的４類型の概念と比較検討し，考察した。その結果，倉敷教会

の歴史的基層に存在するいくつかの顕著な特質が明らかになった。

まず，倉敷教会の信仰の質に関する３点である。これらはいずれも倉敷教会

史の「第１期」に認められ，歴史において尊重されている。第１は浅野義八が

生きた信仰である。浅野は祈りの人であり，キリスト教信仰に基づく霊性を豊

かに生きた。第２は林源十郎（蘇太郎）が自らの生活を以て示した，日本的ピュー

リタニズムともいうべき倫理的生活である。彼は社会においてこのような倫理

的生活をして，教会を支えた。第３は林・石井・大原３家に認められるキリス

ト教による交わりである。キリスト教による交わりは倉敷教会において教会共

同体の形成力となった。

79) 竹中正夫，前掲書，446‐447頁。参照，倉敷教会百周年編纂委員会（編），前掲書，
115‐117頁。
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次に倉敷教会会員の自立と主体性，そして協力し合う姿勢である。この特色

がよく現れているのは，「第２期」における教会堂建設への取り組みである。

あの時重なった教師の交代にも関わらず，会堂建設という大事業は地道に着実

に取り組まれた。そこには中心になって会堂建設を指導する信徒がいて，委員

として彼を支えた信徒もいた。さらに彼らを信頼して会堂建設に力を合わせ協

力する教会員がいた。そこに認められるのは，会員の自立と主体性，そして彼

らの協力し合う姿である。

さらに，地域に開かれた教会の姿勢がある。この姿は「第３期」に取り組ん

ださまざまな活動に見られるが，とりわけ竹中幼稚園の存在に顕著である。教

会付属施設として竹中幼稚園はキリスト教保育に徹しながらも，地域に開かれ

た活動を展開して地域社会の信頼を得た。

これらの特色は倉敷教会の歴史的基層研究を通して明らかにされた。しかし，

作業そのものは教会外部の研究者が歴史研究の手法を用いて分析した結果とい

う性格を持つ。これら歴史的基層に潜む賜物をどのように継承発展させるのか，

それは現在の倉敷教会が明日に向けて主体的にまた実存的に取り組まれる課題

である。『倉敷教会百年史』編纂委員会の助言者として十分な役割を果たせな

かった者としては，これからの倉敷教会に祈りつつ期待するのである。

日本キリスト教団 倉敷教会（スケッチ）
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資料１ 倉敷教会と日本組合基督教会の比較年表

１８６９ １１ アメリカンボード宣教師 D．C．グ
リーンが来日する。

１８７０
１８７１
１８７２ ５ J．C．ベリーが来日する。
１８７３
１８７４ ４ 摂津第一基督公会（神戸教会）が

設立される。
１１ 新島襄が帰国する。

１８７５ １０ 神戸ホーム（神戸女学院）が開校
する。

１１ 同志社英学校（同志社）が開校する。
１８７６ １ 熊本洋学校生徒有志が花岡山で奉

教趣意書を公表する。
１８７７
１８７８ １ 日本基督伝道会社を設立する。
１８７９
１８８０ ２ 中川横太郎が新島襄を倉敷に案内

する。
１０ 川越義雄伝道師，倉敷に定住する。

木村和吉宅で説教会を開く。
１０ 岡山教会が設立される。

１８８１
１８８２ １ 井上町に聖書講義所を開設する。

川越宅で新約聖書を講義する。
４ 本町に講義所を移転する。
１２ 講義所を廃止する。

１８８３ ２ 川越氏，辞任する。 ８ 『東京毎週新報』を創刊する。
１８８４ ８ 亀山昇伝道師，天城講義所に住み，

倉敷でも伝道する。
１１ 天城教会が設立される。

１８８５ １ 『東京毎週新報』を『基督教新聞』
と改題する。

１８８６ ３ 亀山伝道師，倉敷に定住する。 ４ 日本組合基督教会を組織する。
５ 戌町に講義所を設ける。
９ 亀山伝道師が辞任する。

１８８７ １１ 木村和吉宅で聖書研究会を行う。 ９ 岡山孤児院を開設する。
１８８８ ６ 阿知町に講義所を移転する。

１２ 掘兼鶴太郎伝道者，倉敷で伝道する。
１２ 木村和吉宅で倉敷最初のクリスマ

ス祝会をもつ。
１８８９ １ 講義所を向市場に移転する。

６ 講義所を戌町に移転する。
１０ 堀兼伝道者が辞任する。

１８９０
１８９１

資 料

倉敷教会の歴史的基層研究 －１０９－



資料１ つ づ き

１８９２
１８９３ 不定期に小集会を開く。
１８９４ １～７ 伝道義会へ寄附をする。
１８９５ ４ 組合教会がアメリカンボードの指

定寄付金を謝絶する。
１８９６ １０ 組合教会教師会が「奈良大会宣

言」を公表する。
１８９７
１８９８ ２ 同志社社員会が『同志社通則』の

一部を削除する。
１８９９ ７ 岡山孤児院慈善音楽会を倉敷で開

催する。
１９００ １２ クリスマス祝会を開く。 １ 『基督教新聞』を『基督教世界』

と改題する。
１９０１ ３ 大挙伝道で講演会を開く。
１９０２ ６ 最初の聖餐式を木村和吉宅で行う。

７ 倉敷紡績で伝道を開始する。
１２ 第１回倉敷日曜講演を行う。

１９０３ １２ 林源十郎宅でクリスマス祝会を
開く。

１ 『東京毎週新誌』を『基督教世界』
と改題する。

１９０４ １ 倉敷伝道会を設立する。
５ 日曜学校を始める。
７ 倉敷で最初の洗礼式を執行する。

１９０５ ５ 本町に講義所を設ける。 １０ 日本組合教会が総会で『日本組合
教会及アメリカンボード宣教師の
合同会議において全員一致を以て
採用したる提案』を承認する。
集中伝道に着手する。

１９０６ ５ 教会設立相談会を開く。
７ 倉敷教会設立式を挙行する。
本町の講義所を仮会堂とする。
溝手文太郎牧師が就任する。

１９０７ １ 婦人会を組織する。
早島伝道を協議する。
倉敷紡績工女伝道を継続する。

１９０８ ２ 東本町に仮会堂を移転する。
１１ 集中伝道を行う。
１１ 共励会の発会式を行う。
１１ 教会週報の第１号を発行する。
１２ 東方雛女性伝道師が就任する。

１９０９
１９１０ １ 倉敷基督教青年会の発会式を開く。 １０ 組合教会の信徒大会が朝鮮人伝道

に関する「決議案」を採択する。
１９１１ ９ 仮会堂が落成する（新川）。 ６ 朝鮮人伝道に着手する。

９ 日曜学校沖分校の開校式を行う。
１０ 新川仮会堂の就堂式を挙行する。

１９１２ ５ 溝手牧師，辞任する。
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資料１ つ づ き

１９１４ ２ 東北飢饉救済のため青年会が活動
する。

５ 昭憲皇太后御大葬敬弔式を行う。
１９１５ ７ 日曜学校同窓会，少年大会を開く。

１１ 大正天皇即位奉祝式を行う。
１９１６ ５ 信仰覚醒運動を行う。

１１ 竹中悦蔵牧師が就任する。
１９１７ ４ 日曜学校浜分校を開校する。
１９１８ ８ 竹中牧師，死去する。

１２ 杉田譲二伝道師が就任する。
１９１９ ２ 日曜学校笹沖分校を開校する。

５ 王女会を組織する。
１９２０ ６ 杉田伝道師，死去する。

１０ 禁酒大演説会を開く。
１９２１ １ 日曜学校坂津分校を開校する。
１９２２ ５ 会堂建築を西村伊作氏に委嘱する。

９ 教会付属幼稚園を開園する。
９ ロシア飢饉救済のため青年会が活
動する。

１９２３ ５ 新会堂の献堂式を挙行する。
５ 田崎健作伝道師が就任する。
９ 関東大震災の救援活動を行う。
９ 矯風会倉敷支部を設立する。
１０ 夜間英語研究会，夜学裁縫教授を

始める。
１１ 日曜学校中島分校を開校する。

１９２４ ５ 婦人矯風会主催の大バザーを開く。 ９ 小崎弘道『日本組合基督教会史』
を刊行する。

１９２５ ５ 丹波地方大震災の慰問視察を行う。
１９２６ １ 朝鮮人在倉敷招待会を開く。

１ 御崎講義所を開設する。
７ 握飯親睦会を開く。
１２ 大正天皇御大葬敬弔式を行う。

１９２７
１９２８ ７ 木村清松大講演会を開く。

１１ 御大典記念路傍大伝道会を行う。
１２ 青年会が大音楽会を開く。

１９２９ ４ 土曜学校を船倉で開校する。
６ 「音楽の夕」を開く。

１９３０ ３ 「神の国運動」講演会を開く。
１０ 青年会館落成感謝会を開く。

１９３１
１９３２ ９ 日米間問題講演会を開く
１９３３ ７ 初めての学生キャンプを開く。

１２ クリスマスカンタータを開催する。
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資料１ つ づ き

１９３４ ４ 函館大火慰問の救済品を送る。
１０ 東北飢饉救済のためバザーを開く。

１９３５

１９３６
１９３７ １１ 田崎牧師が就任する。

マ マ

１０ 「支那事変に関する声明」「時局
に処する申合」を発表する。

１２ 西田進牧師が就任する。
１２ 出征兵士家族の子どもを迎えて，

クリスマスを祝う。
１９３８ ７ 事変１周年記念祈祷会を開く。
１９３９ ６ 婦人会は岡山陸軍病院を慰問する。
１９４０ ９ 礼拝において国民儀礼を行う。 ６ 日本基督教団が成立する。組合教

会は解散する。
１１ 金属品献納運動に参加する。

１９４１ ９ 国防献金に関する献金要請を受
ける。

１０ 教団第三部総会を開く。

１９４２
１９４３ ４ 教団第三部は解散する。
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資料２ 教会の所在地・種別・教師

・資料は『日本組合教会便覧』による

所 在 地 種 別 教 師

１９０６ 岡山県都窪郡倉敷町９８８ 独立教会 溝手文太郎

１９０７ 同上 独立教会 溝手文太郎

１９０８ 岡山県都窪郡倉敷町大字東本町 独立教会 溝手文太郎・東方ひな

１９０９ 同上 独立教会 溝手文太郎・東方ひな

１９１０ 同上 独立教会 溝手文太郎・東方ひな

１９１１ 岡山県都窪郡倉敷町１００１ 独立教会 溝手文太郎・東方ひな

１９１２ 同上 独立教会 東方ひな

１９１３ 同上 独立教会 東方ひな

１９１４ 同上 独立教会 東方ひな

１９１５ 同上 独立教会 東方ひな

１９１６ 同上 独立教会 竹中悦蔵・東方ひな

１９１７ 同上 独立教会 竹中悦蔵・東方ひな

１９１８ 同上 独立教会 杉田譲二・東方ひな

１９１９ 同上 独立教会 東方ひな

１９２０ 同上 教会 東方ひな

１９２１ 同上 教会 東方ひな

１９２２ 同上 教会 東方ひな

１９２３ 倉敷市旭町６７９‐１ 教会 田崎健作・東方ひな

１９２４ 同上 教会 田崎健作・東方ひな

１９２５ 同上 教会 田崎健作・東方ひな

１９２６ 同上 教会 田崎健作・東方ひな・木下喜一郎

１９２７ 同上 教会 田崎健作・東方ひな

１９２８ 同上 教会 田崎健作・東方ひな

１９２９ 同上 教会 田崎健作・東方ひな

１９３０ 同上 教会 田崎健作・東方ひな・宇野勇次・
藤沢貞子

１９３１ 同上 教会 田崎健作・東方ひな・宇野勇次・
藤沢貞子

１９３２ 同上 教会 田崎健作・東方ひな・宇野勇次・
藤沢貞子

１９３３ 同上 教会 田崎健作・東方ひな・宇野勇次

１９３４ 同上 教会 田崎健作・東方ひな・三好典之

１９３５ 同上 教会 田崎健作・東方ひな・三好典之

１９３６ 同上 教会 田崎健作・東方ひな・
亀山典之（旧：三好）

１９３７ 同上 教会 西田 進・東方ひな・宮内芦隆

１９３８ 同上 教会 西田 進・東方ひな

１９３９ 同上 教会 西田 進・東方ひな

倉敷教会の歴史的基層研究 －１１３－



資料３ 会員数の推移
・資料は『日本組合教会便覧』による

会員数之数 年中之増員 年中之減員 差 引

男 女 計 他行 受洗 告白 転入 計 就眠 転出 除名 計 増 減

１９０６ １５ ２１ ３６ １ １０ ０ ２６ ３６ ０ ０ ０ ０ ３６ ０

１９０７ １９ ３３ ５２ ８ １２ ０ ５ １７ １ ０ ０ １ １６ ０

１９０８ ４０ ５２ ９２ ２１ ４２ ０ ２ ４４ １ ２ １ ４ ４０ ０

１９０９ ４５ ８６ １１２ ３０ ２１ ０ ２ ２３ ３ １ ０ ４ １９ ０

１９１０ ４５ ７１ １１６ ３４ ７ ０ ４ １１ ２ ４ ０ ６ ５ ０

会員数之数 年中之増員 年中之減員 差 引

男 女 計 現住 他行 戸数 受洗 告白 転入 計 就眠 転出 除名 計 増 減

１９１１ ４５ ６９ １１４ ８２ ３２ ７２ ５ ０ ２ ７ ３ ６ ０ ９ ０ ２

１９１２ ４９ ７７ １２６ ８８ ３８ ７７ １２ ０ ６ １８ １ ５ ０ ６ １２ ０

１９１３ ５１ ８２ １３３ ９２ ４１ ６０ １１ ０ １ １２ ４ １ ０ ５ ７ ０

１９１４ ５４ ８３ １３７ ８２ ５５ ６４ ２ １ ４ ７ １ ２ ０ ３ ４ ０

１９１５ ５４ ８５ １３９ ８４ ５５ ６５ ３ ０ ２ ５ ２ １ ０ ３ ２ ０

教会員 現住 戸数 受洗 告白 転入 計 就眠 転出 除名 計 増 減

１９１６ １５３ ８９ ６６ １５ １ ０ １６ １ １ ０ ２ １４ ０

１９１７ １８８ １１５ ７６ ２３ １ １４ ３８ ２ １ ０ ３ ３５ ０

１９１８ １９２ １０６ ８０ ７ １ ２ １０ ５ １ ０ ６ ４ ０

１９１９ １９６ １０６ １３１ ６ ０ ５ １１ ３ ４ ０ ７ ４ ０

１９２０ ２０１ ９３ ７８ ８ ０ ２ １０ ３ ２ ０ ５ ５ ０

教会員 男 女 現住 戸数 受洗 告白 転入 計 就眠 転出 除名 計 増 減

１９２１ ２２６ ９３ １３３ １１２ ９２ ２４ ２ ５ ３１ ２ ４ ０ ６ ２５ ０

１９２２ １７９ ６８ １１１ １３７ １２０ ２２ ０ ２ ２４ １ ４ ６６ ７１ ０ ４７

１９２３ ２４５ １０５ １４０ １９８ １６５ ３７ １ ３９ ７７ １ １０ ０ １１ ６６ ０

１９２４ ３０８ １４０ １６８ ２３８ １９０ ５３ ０ １６ ６９ ４ ２ ０ ６ ６３ ０

１９２５ ３３７ １５４ １８３ ２４１ ２１９ ２４ １ １７ ４２ ３ １０ ０ １３ ２９ ０

１９２６ ３５６ １６７ １８９ ２５２ ２３７ ２５ ０ １１ ３６ ２ １５ ０ １７ １９ ０

１９２７ ３８４ １７２ ２１２ ２５７ ２５９ ３６ １ ８ ４５ ８ ９ ０ １７ ２８ ０

１９２８ ４０４ １８２ ２２２ ２４５ ２５４ ２７ ０ ７ ３４ ３ ５ ６ １４ ２０ ０

１９２９ ４４６ １９７ ２４９ ２２０ ２６０ ３９ １ ６ ４６ ４ ０ ０ ４ ４２ ０

１９３０ ４９４ ２２１ ２７３ ４３２ ２１７ ５４ １ ４ ５９ １ １０ ０ １１ ４８ ０

１９３１ ５４０ ２３２ ３０８ ３０２ ３００ ５８ ０ ３ ６１ ３ １２ ０ １５ ４６ ０

１９３２ ５４１ ２３３ ３０８ ３４０ ２６０ ２２ ０ １０ ３２ ５ ２６ ０ ３１ １ ０

教会員 男 女 現住 同甲 戸数 受洗 告白 転入 計 就眠 転出 除名 計 増 減

１９３３ ５６０ ２４０ ３２０ ３５５ ２９５ ２２１ ２０ １ ８ ２９ １ ９ ０ １０ １９ ０

１９３４ ５６８ ２４０ ３２８ ３３６ ２８０ ２２３ １７ ０ ６ ２３ ３ １２ ０ １５ ８ ０

１９３５ ５８２ ２４３ ３３９ ３４０ ２７０ ２２５ １５ １ ７ ２３ ５ ４ ０ ９ １４ ０

１９３６ ５９０ ２４８ ３４２ ３４８ ３００ ２２８ １９ １ １ ２１ ２ １１ ０ １３ ８ ０

１９３７ ６１３ ２５７ ３５６ ３４５ ２９７ ２３４ １７ ０ １３ ３０ ２ ５ ０ ７ ２３ ０

教会員 男 女 現住 同甲 戸数 基督者
家庭 受洗 告白 転入 計 就眠 転出 除名 計 増 減

１９３９ ６００ ２４５ ３５５ ３１５ ２５７ ２２５ １８ ５ ０ ７ １２ ５ １１ ０ １６ ０ ４

－１１４－



資料４ 小児会員・日曜学校・礼拝祈祷会出席者数の推移
・資料は『日本組合教会便覧』による

小 児 日 曜 学 校

受 洗 在 籍 在 籍 出 席

１９０６ ０ ７ ７５ ４５

１９０７ １ ８ １０５ ７０

１９０８ ５ ８ １１０ ６０

１９０９ ０ ８ １１０ ６０

１９１０ ０ ８ ８３ ６３

小 児 日 曜 学 校 礼 拝

受 洗 在 籍 教 師 生徒出席 会 衆

１９１１ ０ ０ ３ ６６ １６

１９１２ ０ ０ ５ ６３ １５

１９１３ ８ ８ ５ ６０ １３

１９１４ ０ ７ ５ ６２ １３

１９１５ ０ ７ ３ ６５ １３

小 児 日 曜 学 校 礼 拝 祈祷会

受 洗 在 籍 校 数 教 師 生 徒 出 席 出 席

１９１６ ２ ８ １ ６ １０５ １７ １３

１９１７ １ ９ １ ６ ９８ ２０ １４

１９１８ ０ ９ １ ８ ６５ １９ １１

１９１９ １ １０ ２ ４ １３０ １８ ８

１９２０ ０ ７ ２ ６ １２０ ２２ ９

１９２１ ２ ９ － － － ２４ ９

１９２２ １ １０ － － － ２５ １０

１９２３ ２ ９ ４（１） １１（２） １５０（３） ５６ １６

１９２４ ９ １８ ４ １２ １５４ ７６ １９

１９２５ １ １９ ４ １１ １２７ ８０ １７

１９２６ ０ １９ ２（４） １１ １２７ ７７ １９

１９２７ ０ １６ １ １１ １００ ７７ １９

１９２８ １ １０ ２ １４ １１１ ８６ ２４

１９２９ ０ ９ ２ １６ １０７ ８９ ２８

１９３０ １ １０ ２（５） １６ １１５ ９８ ３２

１９３１ ２ １２ ２ ２３ １１５ ８４ ３７

１９３２ ２ １２ ２ １７ １２０ ７７ ３１

１９３３ ２ １３ ２ １５ １０８ ７３ ３５

１９３４ ０ １３ ２ １６ ９２ ７１ ３８

１９３５ １５ ２７ ２ １５ １００ ６３ ３２

１９３６ ４ ２８ ２ １５ ９５ ６５ ３０

１９３７ ２ ３０ ２ １４ ９８ ６２ ２８

小 児 日 曜 学 校 礼 拝 祈祷会

受 洗 在 籍 校 数 教 師 生 徒 出 席 出 席

１９３９ ２７ ２ １２ ７２ ５２ ２３

（１）４校は倉敷・笹沖・酒津・中島である。 （２）教員数は倉敷の教師のみである。
（３）数値は出席者数平均数である。 （４）２校は倉敷・笹沖である。他は休校している。
（５）分校は船倉である。

倉敷教会の歴史的基層研究 －１１５－



資料５ 教会会計の推移
・資料は『日本組合教会便覧』による

諸 集 金
財産
総額教会常費 伝道会社

寄付金
其の他
の費用

日曜学校
集 金

会堂建築
修繕金 慈善金 其の他

の集金 計

１９０６ ３３０．００ ０ ３０．００ ０ ０ ４０．００ ０ ４００．００ ０

１９０７ ６６０．００ ３３．００ ３０．００ ０ ０ ３２．００ ０ ７５５．００ ０

１９０８ ６８４．００ ３５．００ １３０．００ ０ ０ １２．００ ３０．００ ８９１．００ ０

１９０９ ９５３．７８ ４２．５０ ０ ４．５０ ０ １２．００ ２．００ １，０１４．７８ ０

１９１０ ９２２．３６ ５１．２０ ２１．００ ６．６２ ０ １５．００ １２．００ １，０２８．１８ ０

１９１１ ８６７．６５ ６２．９０ ２５．９０ １０．４１ ２４．４５ １０．００ １５．００ １，０１６．３１ １，０００．００

諸 集 金 財 産 総 額

教会常費 伝道会社
寄付金

其の他
の費用

日曜学校
集 金

会堂建築
修繕金

其の他
の集金 計 動 産 不動産 計

１９１２ ４８７．７９ ５７．４０ ３４．７３ ６．８０ ８．６８ １５．５０ ６１０．９０ １，２００．００ ９００．００ ２，１００．００

１９１３ ２８４．４０ ７７．２７ ２６．９１ ６．００ ３．０９ １５．００ ４１２．６７ １，３００．００ ５００．００ １，８００．００

１９１４ ２７７．７９ ６５．００ ８３．２９ ５．２９ ７．００ ２８．００ ４６６．３７ １，５５０．００ ５００．００ ２，０５０．００

１９１５ ３０５．６８ ６９．００ ６２．９０ ７．７７ ３．００ ３５．００ ４８３．３５ １，８３３．００ ５００．００ ２，３３３．００

諸 集 金
財産
総額教会常費 日 曜

学校費
会 堂
建築費

其の他
の集金

伝道部
寄 付 計

１９１６ ３９１ ３３ ２３ １１９ ６１ ６２７ ２，４６２

１９１７ ８５５ ３０ ５ ７５ ７２ １，０３６ ３，０００

１９１８ ６９３ ３７ ０ ４８ ８０ ８５３ ３，５００

教会常費 日 曜
学校費

会 堂
建築費

其の他
の集金 本部寄付 計 財産

総額

１９１９ ７５７ ４５ ５ １３０ １３９ １，０７６ ５，４００

１９２０ ８７１ ８０ ５０ １２９ １２９ １，２３９ ７，４００

１９２１ ９９２ ８０ ０ １９６ １６１ １，４２９ １０，４００

１９２２ １，０３８ １４３ ０ ８２ ３５９ １，６２２ ７，４００

１９２３ ３，０５３ ２０３ ６６，７４５ ０ ３５５ ７０，３５６ ７２，１００

１９２４ ３，４１７ １８４ ０ ２，０４２ ３６９ ６，０１２ ７２，１００

１９２５ ４，０１０ １３７ ０ １，４７０ ４１８ ６，０３５ ７２，１００

１９２６ ３，９５０ １１０ ０ １，５７５ ４２３ ６，０５８ ７９，６６０

１９２７ ３，８１９ １５３ ０ ２６５ ６１５ ４，８５２ ８２，６６０

１９２８ ２，７６７ １２０ ５４ １，１７０ ６１８ ４，７２９ ８２，６６０

１９２９ ２，７６３ １２０ ４３ １，０５８ ７６７ ４，７５１ ７２，４８７

１９３０ ３，０８０ １２０ ５，０８０ １，１８６ ５２５ ９，９９１ ７７，６００

１９３１ ４，４０１ １２０ ７７ ６９３ ６５０ ５，９４１ ７７，６００

１９３２ ３，５３９ １２０ ０ ５７０ ６３６ ４，８６５ ７７，６００

１９３３ ３，８２９ １２０ ０ ７６７ ７１２ ５，４２８ ７７，７０５

１９３４ ３，５８９ １２０ ０ ５２２ ８２０ ５，０５１ ７５，９２０

１９３５ ３，１９７ １２０ １，５００ ２，１５９ ６４４ ７，６２０ ７５，７７６

１９３６ ３，７６６ ２７０ ０ ３０１ ８２９ ５，１６６ ７５，９６９

１９３７ ３，５５２ ２０２ ０ ２７９ ７０３ ４，７３６ ７５，１４８

１９３９ ３，０１３ １５０ ０ ２９０ １，４５１ ４，９０４ ８３，５９９

－１１６－




